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１ 漢字を学習しよう 
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２４ 文の組み立てを学習しよう 

Sam
ple

　Sam
ple

　Sam
ple

　Sam
ple

　Sam
ple

 

 
Sam

ple
　Sam

ple
　Sam

ple
　Sam

ple
　Sam

ple
 

 
Sam

ple
　Sam

ple
　Sam

ple
　Sam

ple
　Sam

ple
 

 
Sam

ple
　Sam

ple
　Sam

ple
　Sam

ple
　Sam

ple
 

 
Sam

ple
　Sam

ple
　Sam

ple
　Sam

ple
　Sam

ple



国語      

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２４ 文の組み立てを学習しよう 
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社会/     

 

     

    記述「食べ物の歴史」というテーマで資料Ⅰ 

を作成しました。資料Ⅰの背景には，地球規模

の環
かん

境
きょう

の変化がありました。どのような環境の

変化がありましたか。簡
かん

単
たん

に書きなさい。 

（山口・改）  ［                          ］ 

    次の問いに答えなさい。 

⑴ 地図Ⅰは現在の陸地を   で，また，ある時期に陸地

だった部分を   でそれぞれ示したものです。陸地がああ

で示した形をしていた時期に日本列島に移り住んできた人々

の，当時のようすについて説明した文を，次のア～エから１

つ選びなさい。                ［   ］ 

ア 人々は，水田の近くにむらをつくって住み，協力して稲作をおこなった。 

イ 人々は，表面をみがいた磨
ま

製
せい

石器を使うようになり，農耕や牧
ぼく

畜
ちく

を始めていた。 

ウ 人々は，表面に縄
なわ

目
め

の文様をつけた土器をつくり，食べ物の保存などに使った。 

エ 人々は，打製石器をつけたやりをつくり，ナウマン象などの大型の動物をとらえた。 

⑵ 記述資料Ⅰは，稲
いな

作
さく

において収
しゅう

穫
かく

した稲
いね

の穂
ほ

をたくわえるた

めの建物を復元したものです。この建物には，稲の穂をたくわえ

るためにどんなくふうが見られますか。資料Ⅰを参考にして，簡

単に書きなさい。（熊本・改） 

［                        ］ 

地図Ⅰは，５世紀中ごろの東アジアのようすです。地

図Ⅰ中のａ～ｃの国にあてはまる国名の組み合わせを，

次のア～ウから１つ選びなさい。（高知・改） ［   ］ 

ア ａ－高
こう

句
く

麗
り

 ｂ－百済
く だ ら

  ｃ－新羅
し ら ぎ

 

イ ａ－高句麗 ｂ－新羅  ｃ－百済 

ウ ａ－新羅  ｂ－高句麗 ｃ－百済 

13 古代文明と日本 

地図Ⅰ 

資料Ⅰ 

吉野ヶ里遺跡に復元された建物 

地図Ⅰ 
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社会/     

 

     

(例)気候が温暖になった。  

      ⑴ エ 

 ⑵ (例)床
ゆか

を高くしている。  

   ア 

 

     

約１万年前に最後の氷期が終わり，気温が上がり始めました。 

⑴ 大陸と日本列島が陸続きであったのは，旧石器時代です。アは弥生
や よ い

時代，イは新石器時代，ウは縄
じょう

文
もん

時代の様子です。 

⑵ 保管している稲
いね

などを，ねずみや湿
しっ

気
け

から守るために，高
たか

床
ゆか

の構造にしました。 

13 古代文明と日本 
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数学/     

 

     

右の図は，合同な 6つの正三角形ア～カを組み合わせ 

てできた正六角形である。△OABを，点Ｏを中心として 

反時計回りに 120°だけ回転移動させて重ね合わせること 

ができる三角形はどれか。ア～カの中から正しいものを 

1つ選び，記号で答えなさい。        （福島） 

 

                   ［     ］ 

 

右の図は，半径 3cm，中心角 60°のおうぎ形です。 

このとき，おうぎ形の弧の長さを求めなさい。ただし， 

円周率はπとする。            （岩手） 

 

［     ］ 

 

半径 4cm，面積 6cm2のおうぎ形の中心角の大きさを求めなさい。 

ただし，円周率はπとする。              （京都） 

 

［     ］ 

  

７ 平面図形 
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数学/     

 

     

ウ 

πcm 

135° 

 

 

     

点 Oを中心として反時計回りに 120°だけ回転移動する 

と，△OABは，右の図の矢印の方向に，正三角形 2つ分移 

動します。 

半径 3cm，中心角 60°のおうぎ形だから，弧の長さは， 

2π×3×
60

 360 
 =π(cm) 

おうぎ形の中心角を𝑥 °とすると， 

    π×42×
60

 360 
 =6π 

𝑥

 360 
 = 

3
  8  

 𝑥 =135 

７ 平面図形 
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理科 /  

 

 

 

 

マツ，タンポポ，スギゴケ，イヌワラビを観察し，それぞれの体の一部または全体を

スケッチした。図１はマツ，図２はタンポポ，図３はスギゴケ，図４はイヌワラビのスケ

ッチである。次の問いに答えなさい。                  （長崎・改） 

 

 

 

 

 

 

⑴ 図１のＡ～Ｄのうち，雄花はどれか。記号で答えなさい。 

⑵ タンポポはたくさんの花が集まっている。その花の集まりから１つの花をとり出して

ルーペで観察すると，花弁のつくりに特徴がみられる。どのような特徴か説明しなさい。 

⑶ マツとタンポポは子孫をふやすために種子をつくるのに対して，種子をつくらないス

ギゴケとイヌワラビは子孫をふやすために何をつくりますか。 

⑷ スギゴケとイヌワラビを比較して，イヌワラビのみに当てはまる特徴として最も適当

なものは，次のどれか。１つ選び，記号で答えなさい。 

ア 葉，茎，根の区別がある。 

イ 仮根をもつ。 

ウ 雌株と雄株がある。 

 

----------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答欄】 

⑴ 

⑵ 

⑶ 

⑷ 

 

  

１ 花のつくりと植物の分類 
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理科 /  

 

 

 

 

⑴ Ｂ 

⑵ 例 花弁がたがいにくっついて，１枚になっている。 

⑶ 胞子 

⑷ ア 

 

 

⑴ マツの花は雄花と雌花に分かれている。若い枝の根もとについているのが雄花で，

先端についているのが雌花である。 

⑵ タンポポの花には多くの花弁があるように見えるが，これは小さな花が集まった

もので，１つ１つの花がそれぞれ花弁，おしべ，めしべ，がくをもっている。１つ

の花に花弁は５枚あるが，すべてくっついており，根もとのほうで筒状になってい

る。 

⑶ マツ（裸子植物）やタンポポ（被子植物）は種子をつくってふえる種子植物のな

かまだが，スギゴケ（コケ植物），イヌワラビ（シダ植物）は種子をつくらず，胞子

をつくってなかまをふやしている。 

⑷ コケ植物には雄株と雌株の区別があり，体に葉，茎，根の区別はない。根のよう

に見える仮根は体を固定するためのもので，水を吸収するためのつくりではない。

シダ植物には雄株と雌株の区別はなく，体は葉，茎，根に分かれている。茎は多く

の場合，地下茎になっていることが多い。 

１ 花のつくりと植物の分類 
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英語/明治図書 

 

     

   ⑴～⑶は(  )から適する語を選び，⑷は(  )の語を適する形にかえなさい。⑸は{  }の

語句を並べかえて書きなさい。 

⑴ These ( am, is, are ) my textbooks. （大阪） 

これらは私の教科書です。                

⑵ A: ( Did, Could, Were ) you late for school yesterday? 

B: No, but Emma was late.                

⑶ A: Do you know that tall boy? （沖縄） 

B: Yes.  He ( be, am, is, are ) my friend, Ken.                

⑷ My mother and sister ( be ) busy, so they couldn’t go. （秋田）                

⑸ 私のぼうしは昨日この部屋にありました。 

{ was / this / in / my cap } room yesterday. 

                                                           room yesterday. 

  

１ be 動詞〔現在・過去〕 
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英語/明治図書 

 

     

⑴ are ⑵ Were ⑶ is ⑷ were ⑸ My cap was in this 

 

     

     ⑴  主語は複数です。 

⑷ 文の後半が過去であることに着目します。主語が複数なので wereにかえます。 

⑸ be動詞は「～にいる」の意味を表すこともあります。 

1  be 動詞〔現在・過去〕 
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